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鳥取中和江府間国道昇格めざして

みんな臆
アピーJん′ウオーウ

～江尾駅前で出発式～

まちのうごき
（平成3年5月末）
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ひとり暮しのお年寄りに

弁当を♂サービス

◎
恒
三

▲温かいお弁当が直接手渡されました

▼婦人団体連絡協議会が
調理を担当

．ノ′　㌦ノ′‘†

●LJ－‡

－

■　‾‾－

六
月
四
日
、
う
な
ぎ
の
稚
魚
五

〇
〇
匹
が
日
野
川
に
放
流
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
江
府
町
愛
漁
会
（
遠
藤

量
之
会
長
、
会
員
4
6
名
）
の
み
を

さ
ん
が
、
久
連
櫓
下
な
ど
町
内
の

日
野
川
流
域
5
か
所
で
行
っ
た
も

の
。

来
年
に
は
立
派
に
成
長
し
た
う

な
ぎ
が
撞
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

ト
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
こ
い
よ
～
。

（
日
野
川
で
）

（2）

六
月
三
日
、
江
府
町
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
独
居
老
人
（
7

0
才
以

上
の
希
望
者
）
に
昼
食
弁
当
の
食

事
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
で
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
の
健
康
を
保
ち
、
ま
た
地

域
社
会
に
お
年
寄
り
の
生
活
を
支

え
る
環
境
を
培
う
た
め
行
な
わ
れ

た
も
の
で
す
。

食
事
の
献
立
は
栄
養
士
に
、
調

理
は
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
に

依
頼
し
て
、
宅
配
は
民
生
委
員
、

保
健
婦
、
社
協
職
員
が
担
当
。
一

食
五
〇
〇
円
程
度
の
経
費
が
か
か

り
ま
す
が
、
全
額
社
会
福
祉
協
議

会
が
負
担
。

今
回
は
試
験
的
に
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
3
1
名
の
方
に
温
か

い
お
弁
当
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
先
進
地
研
修
や
宅
配
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
も
行
い
、
毎
月

一
回
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

食
事
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
方
、

ま
た
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
い
方
は

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
7

5
－
2
9
4
2
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

うなぎの稚魚を
500匹

日野川に放流
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⑳

第245号

高原野菜を初出荷

⊂竺讐芸芸：云＝1
6月6日、美用にある農産物集荷所において

奥大山特産の高原野菜の出荷式が行われました。

これは、特産物振興と生産農家の野菜づくり

に対する意欲をたかめるのが目的。出発式は、

生産者を始め来賓をど約40名が参加して行わ

れ、テー7、カットをして初出荷を祝いました。

この日は、夏大根、白菜、キャベツ計10㌧

を満載した大型トラックが京阪神に向けて出発、

出席者全員が柏手で送り出しました。

↓
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
初
出
荷
を
祝
い
ま
し
た

将
来
の
情
報
化
シ
ス
テ
ム
を
求
め
て

江
府
町
C
A
T
V
事
業
研
究
会
が
発
足

（3）

町
の
活
性
化
に
向
け
、
本
町
の

地
域
特
性
に
あ
っ
た
将
来
の
情
報

化
シ
ス
テ
ム
と
し
て
C
A
T
V
（
有

線
放
送
テ
レ
ビ
）
事
業
の
在
り
方

を
研
究
す
る
た
め
、
江
府
町
C
A

T
V
事
業
研
究
会
が
こ
の
た
び
発

足
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
、
商
工
会
・
農

協
な
ど
町
内
各
団
体
の
代
表
十
七

名
で
構
成
さ
れ
、
町
長
の
諮
問
を

受
け
て
、
一
年
を
め
ど
に
答
申
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

6
月
1

0
日
、
最
初
の
研
究
会
が

役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、
会
長
に

商
工
会
の
白
石
秀
之
氏
を
選
出
。

今
後
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
協
議

し
、
先
進
地
視
察
等
を
と
お
し
て

江
府
町
に
お
け
る
C
A
T
V
の
在

り
方
を
ま
と
め
る
こ
と
に
決
定
、

早
速
、
都
市
型
C
A
T
V
を
行
っ

て
い
る
米
子
市
の
　
「
中
海
テ
レ
ビ

放
送
」
の
視
察
に
出
か
け
ま
し
た
。

7
月
に
は
、
近
隣
の
農
村
型
C

A
T
V
事
業
を
行
っ
て
い
る
先
進

地
を
視
察
す
る
予
定
で
す
。

※
C
A
T
V
と
は
、
有
線
テ
レ
ビ

（
c
a
b
－
e
 
t
e
－
e
く
i
s
i
O
n
）
の
略
称
で
、

も
と
も
と
テ
レ
ビ
艶
視
聴
地
域
対

策
と
し
て
始
ま
っ
た
方
式
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

六
十
三
名
が

愛
の
献
血

6
月
1
0
日
、
町
内
5
か
所
で
行
な
わ
れ
た
献
血
事

業
に
6
3
名
の
方
の
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。献

血
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

（
太
字
は
、
田
0
0
c
c
献
血
の
方
で
す
。
）－

敬
称
略
－

出
本
　
賢
二
、

新
見
一
郎
、

長
谷
川
　
司
、

砂
原
　
利
省
、

加
藤
　
和
志
、

土
井
垣
史
朗
、

張
谷
　
俊
二
、

相
見
　
照
美
、

藤
原
　
信
雄
、

生
田
　
人
美
、

清
水
　
和
也
、

宮
本
　
勅
寛
、

藤
原
　
紀
子
、

中
島
　
辰
正
、

佐
藤
　
信
夫
、

池
出
　
　
健
、

上
原
美
千
代

徳
岡

神
庭

藤
原

福
田

砂
口

加
藤

長
岡

山
岡

濾宗永川志西川
辺高井上水村端

健
男

利
明

光
人草

正
文

文
子

千
里

暗
生

睦
子

弘
樹

義
市

公
行

秀
雪

義
隆

浩
二

佐
々
木
菖
康
、

佐
藤
　
敦
弘
、

西
村

大
倉

竹
本

後南
波

池
出

長
尾

梅
林

中
川

林
出

手
島

出
中

大
出

白
川

義
昭
、

幸
子
、

浩
栄
、

栄
子
、

千
明
、

健
一
、

英
俊
、

明
宏
、

秀
樹
、

卓
也
、

征
夫
、

晋
造
り

純
子
、

将
夫

佐
藤
二
三
男

佐
藤
　
修
二

村
穂
　
隆
理

田
中
　
春
平

矢
下
　
慎
二

三
上
由
理
子

松
原
　
俊
二

山
川
　
浩
市

森
田
　
哲
也

桑
原
　
　
巧

谷
本
利
賀
雄

吹
野
　
玉
枝

船
越
　
寛
明

西
村
　
聡
子

山
崎
　
直
政
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（4）

㍉
兢軸お

鳥
取
県
婦
人
海
外

派

遣

員

募

集

し

、

個

人

負

担

金

十

万

円

、

事

前

研

修

等

の

経

費

、

及

び

旅

券

発

行

手

数

料

な

ど

個

人

的

な

経

費

は

、

参

加

者

負

担

と

す

る

。

⑥

募

集

締

切

平

成

3

年

7

月

1

5

日

（

月

）

⑦

照

会

先

役

場

総

務

課

、

ま

た

は

、

鳥

取

県

企

画

部

青

少

年

婦

人

課

（

℡

0

8

5

7

－

2
6

－

7

0

7

5

）

ま

で

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

①

派

遣

期

間

平

成

3

年

日

月

1
1

日

（

月

）

明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

⑨
応
募
上
の
注
意

ア
、
作
品
の
う
ら
右
下
に
県
名
、

学
校
名
、
学
年
、
氏
名
（
ふ

り
が
を
）
、
性
別
等
を
必
ず

書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ィ
、
応
募
作
品
は
返
し
ま
せ
ん
。

ウ
、
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催

者
に
属
し
、
作
品
は
自
由
に

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑥
発
　
表

1
1
月
初
旬

主
　
催
　
都
道
府
県
選
挙
管
理
委

員
会
連
合
会

問い合わせ先
人事院中国事務局第二課試験係
〒7刃広島市中区上八丁堀6－30

広島合同庁舎2号館7階
’電話（082）2㌶－1183

第245号

1
1
月
2
2
日
（
金
）
　
1
2
日
間

②
訪
問
国

イ
ギ
リ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス

イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

③
研
修
内
容

・
婦
人
問
題
に
関
す
る
啓
蒙
活
動

と
社
会
認
識

・
女
性
の
職
業
と
社
会
参
加

・
現
地
女
性
と
の
交
流
交
歓

・
女
性
関
係
機
関
、
施
設
訪
問

④
派
遣
人
員

一
般
女
性
　
三
人
、
事
務
局
員

一
人
　
　
計
　
四
人

⑨

経

　

費

婦
人
海
外
派
遣
事
業
に
要
す
る

経
費
は
、
県
が
負
担
す
る
。
但

①
内
容

明
る
い
選
挙
を
お
し
す
す
め

る
こ
と
を
表
す
も
の
を
か
い
て

く
だ
さ
い
。

②
応
募
資
格

小
学
生
児
童
二
人
一
点
自

作
の
も
の
に
か
ぎ
り
ま
す
）

③
締
切
と
提
出
先

9
月
l
U
日
（
火
）
ま
で
に
あ

を
た
の
住
ん
で
い
る
市
区
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

④
色
と
大
き
さ

色
彩
は
自
由
で
、
大
き
さ
は

4
5
c
m
X
訓
c
m
か
ら
∬
C
m
X
勅
c
m

以
内
。

ーテレビ放映のお知らせ一

特集ドラマ「ホンコンドリーム」
くNHK総合テレビ〉

7月20日吐）
午後7時30分～9時30分

※ぜひご覧下さい……財団法人日本ダム協会

平成3年度

国家公務員採用試験（高校卒業程度）
人事院では、国家公務員採用Ⅲ種試験（初級係員等を抹用する

ための試験）の受付を7月3日（水）から7月10日（水）ま

で行います。

詳細をお知りに在りたい方は、右記にお問い合わせください。

◎Ⅲ種試験
試　 験　 の　 区　 分 受　 験　 資　 格 第 1 次 試 験 第　 2　　 次　 試　 験 最終合格 者発表 日

行政 事務 A ・行政事務 B

郵政 事務 A ・郵政事務 B

電 気 ・機械 ・土木 ・建 築

農 業 ・農業土木 ・林業

昭和 4 3 ．4 ．2 ～

昭和 4 9 ．4 ．1

　生 まれの方

9 月 2 9 日

1 1 月 6 日

～ 1 1 月 1 9 日

1 2 月1 2 日

税　　　 務

昭和 4 6 ．4 ．2 ～

昭和 4 9 ．4 ．1

　生 まれの方

≪申込用紙等の請求方法≫

封筒の表に赤字で「Ⅲ種請求」と書き、120円切手をはった、あて先明記の返信用封筒（角形

3号：大学ノートが入るくらいの大きさのもの）を同封して人事院中国事務局第二課試験係あてに

送ってください。

◎
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第245号

知っておきた‖災害の種類と主な前兆
約
十
六
万
個
所
　
－
　
こ
れ
は
、
全
国
に
点
在

す
る
土
砂
災
害
危
険
地
域
の
数
で
す
。
そ
こ
に

は
二
百
四
十
万
戸
、
七
百
五
十
万
人
が
住
ん
で

い
ま
す
。
な
ぜ
、
日
本
に
は
こ
ん
な
に
危
険
個

所
が
あ
り
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
多
い
の

で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
日
本
の
国
土
の
八
〇
％
以
上
が
山

地
や
丘
陵
地
、
台
地
と
い
う
の
が
大
き
な
要
因

で
す
。
さ
ら
に
、
宅
地
開
発
が
平
地
か
ら
傾
斜

地
や
山
間
地
に
拡
大
し
、
土
砂
災
害
危
険
個
所

の
そ
ば
ま
で
、
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
た
め
と
い
え
ま
す
。

六
月
は
、
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す
。
梅

雨
の
長
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

そ
の
種
類
と
主
な
前
兆
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

日日川Ill‖

地
面
の
崩
れ
方
は

三
つ
に
分
け
ら
れ
る

日日日日Ill

（5）

土
砂
災
害
は
、
地
面
の
崩
れ
方
で
「
土
石
流
」

「
地
す
べ
り
」
「
が
け
崩
れ
」
の
三
つ
の
パ
タ
ー

ン
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

■
土
石
流

石
や
土
砂
が
水
と
と
も
に
襲
っ
て
く
る

山
腹
や
川
底
の
石
や
土
砂
が
、
長
雨
や
集
中

豪
雨
な
ど
の
大
量
の
水
と
一
緒
に
な
っ
て
、
津

波
の
よ
う
に
襲
っ
て
く
る
も
の
を
土
石
流
と
い

い
ま
す
。
そ
の
先
端
は
、
大
き
な
右
や
岩
、
流

木
な
ど
で
、
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
家
な
ど
を
押

し
流
し
て
し
ま
い
ま
す
。

◇
前
兆
と
し
て
は
…
…

▼
「
山
鳴
り
」
と
い
っ
て
、
山
全
体
が
う
な
る

よ
う
な
音
が
す
る

▼
川
の
流
れ
が
急
に
濁
っ
た
り
、
流
木
が
混
ざ

っ
た
り
し
始
め
る

▼
雨
が
降
っ
て
い
る
の
に
、
川
の
水
か
さ
が
減

り
始
め
る

霊
地
す
べ
り

粘
土
層
を
塊
に
滑
り
出
す

地
面
は
、
硬
さ
や
性
質
が
違
う
土
や
石
が
い

ぺ
つ
も
の
届
を
つ
く
り
、
積
み
重
な
っ
て
で
き

て
い
ま
す
。
地
す
べ
り
は
、
粘
土
層
を
境
に
、

そ
こ
か
ら
上
の
地
面
が
そ
っ
く
り
滑
り
出
す
現

象
を
い
い
ま
す
。

◇
前
兆
と
し
て
は
…
…

▼
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

▼
地
面
の
一
部
が
落
ち
込
ん
だ
り
、
盛
り
上
が

っ
た
り
す
る

▼
池
や
沼
の
水
か
さ
が
急
に
変
わ
る

▼
井
戸
の
水
が
濁
る

■
か
け
崩
れ

斜
面
が
突
然
崩
れ
落
ち
て
く
る

が
け
崩
れ
は
、
斜
面
が
突
然
崩
れ
落
ち
る
災

害
で
す
。
崩
れ
た
土
砂
は
、
斜
面
の
高
さ
の
二

～
三
倍
く
ら
い
の
距
離
ま
で
届
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◇
前
兆
と
し
て
は
…
…

▼
が
け
か
ら
小
石
な
ど
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て

▼
が
け
に
裂
け
目
が
で
き
る

▼
が
け
に
水
が
わ
い
て
く
る

土
砂
災
害
危
険
個
所
の
近
く
に
住
ん
で
い
る

人
々
は
、
梅
雨
や
集
中
豪
雨
の
と
き
は
、
特
に

気
象
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ふ

だ
ん
か
ら
家
族
で
避
難
路
や
避
艶
場
所
を
決
め

て
お
き
、
▼
危
な
い
と
思
っ
た
ら
早
め
に
行
動
し

て
く
だ
さ
い
。

⑳●
ス
ム
ー
ズ
な
窓
口
業
務
を
目
指
し
て

税
務
署
の
窓
口
を

税
目
別
か
ら
納
税
者
別
に
変
更

七
月
か
ら
税
務
署
の
窓
口
が
変

わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
「
所
得
税
は
所
得

税
部
門
」
「
法
人
税
は
法
人
税
・
源

泉
所
得
税
部
門
」
「
消
費
税
な
ど
の

間
接
税
は
間
税
部
門
」
と
い
う
よ

う
に
税
目
別
に
窓
口
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。

今
回
こ
れ
が
、
「
個
人
は
個
人
課

税
部
門
」
「
法
人
は
法
人
課
税
部
門
」

と
い
う
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
納

税
者
別
の
窓
口
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
は
同
じ

人
が
、
法
人
税
や
消
費
税
に
つ
い

て
別
々
の
窓
口
に
行
か
を
く
て
は

そ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
一
つ
の
窓
口
で
す
む
よ
う
に

在
り
、
手
間
が
か
か
ら
ず
便
利
に

…
申
請
や
相
談
の
主
な
窓
口
刷

今
回
の
変
更
後
の
、
主
な
窓
口

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
納
税
証
明
書
を
も
ら
い
た
い
と

き

所
得
金
額
の
証
明
の
場
合
、
個

人
は
個
人
課
税
部
門
、
法
人
は
法

人
課
税
部
門
と
を
り
ま
す
。
納
税

額
の
証
明
の
場
合
は
、
個
人
、
法

人
と
も
に
管
理
・
徴
収
部
門
で
す
。

▼
納
付
書
を
も
ら
い
た
い
と
き

納
付
書
用
紙
は
各
窓
口
に
備
え

つ
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
個
人
で
商
売
を
始
め
た
と
き

個
人
課
税
部
門
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
消
費
税
に
つ
い
て
の
相
談
は

個
人
は
個
人
課
税
部
門
、
法
人

は
法
人
課
税
部
門
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
源
泉
所
得
税
に
つ
い
て
の
相
談
は

個
人
、
法
人
と
も
に
、
法
人
課

税
部
門
（
源
泉
所
得
税
担
当
）
　
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
延
納
な
ど
の
納
税
の
相
談
は

管
理
・
徴
収
部
門
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

税
務
相
談
室
が
あ
る
税
務
署
で

は
、
税
務
相
談
室
で
の
相
談
が
便

利
で
す
。

な
お
、
小
規
模
の
税
務
署
な
ど

で
は
、
窓
口
の
変
更
が
な
く
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く

の
税
務
署
・
税
務
相
談
室
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

Soumu
四角形
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郡
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈹

奥

町
の
活
性
化
は
集
落
の
活
性
化
か
ら
〃
‥

江
府
町
で
は
、
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
、
各
種
の
事
業
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
町
の

活
性
化
は
、
集
落
の
活
性
化
か
ら

を
基
本
と
考
え
、
こ
の
た
び
集
落

の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
「
地
域

づ
く
り
推
進
対
策
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
要
綱
に
よ
り
、
全
集
落
の

活
動
団
体
へ
の
定
額
支
援
、
ま
た

事
業
実
施
集
落
団
体
へ
の
事
業
費

一
部
支
援
の
二
本
建
て
で
、
活
動

支
援
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
補
助
支
援
に
よ
り
、
集
落

の
将
来
像
、
ま
た
町
の
活
性
化
に

つ
い
て
性
別
・
年
代
を
問
わ
ず
討

論
さ
れ
、
活
動
へ
と
進
む
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
は

集
落
区
長
宛
通
知
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ト
集
落
活
動
を
支
援

選
挙
一
口
メ
モ

マ
ン
ガ
編

第245号

少年の心神舶つし

芝等言古 だ謂‘ぎ’

誓滞
す♪

】
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繰
上
げ
請
求
は

慎
重
に

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
の

支
給
開
始
年
齢
は
6
5
歳
で
す
が
、

本
人
の
希
望
に
よ
っ
て
6
0
歳
以
上

6
5
歳
未
満
の
あ
い
だ
に
裁
定
請
求

を
行
え
ば
、
繰
り
上
げ
て
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、

請
求
書
が
受
理
さ
れ
た
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
か
ら
支
給
開
始
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
次
の
こ
と
を
十
分
承

知
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

①
年
金
額
は
、
6
5
歳
か
ら
受
け
る

べ
き
額
か
ら
、
請
求
し
た
と
き
の

年
齢
に
応
じ
て
一
定
の
額
が
滅
ぜ

ら
れ
、
一
生
減
額
さ
れ
た
年
金
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
受
給
権
が
発
生
し
た
後
は
、
原

則
と
し
て
、
障
害
基
礎
年
金
は
受

け
ら
れ
を
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
繰
上
げ
請
求
は
慎

重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

応
募
資
格

＊
鳥
取
県
内
の
中
学
生

応
募
作
品
＊
国
民
年
金
で
明
る

い
社
会
と
楽
し
い
老
後
を
イ
メ

ー
ジ
す
る
ポ
ス
タ
ー

＊
大
き
さ
3

8
c
m
X
54c
m

＊
裏
面
に
、
学
校
名
∴
字
年
∴
租

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
記
入

応
募
期
限

＊
平
成
3
年
1
0
月
1
5
日

表
彰

＊
最
優
秀
賞
一
名
、
優
秀
賞
二
名

佳
作
若
干
名

＊
入
賞
者
に
賞
状
・
賞
品
、
応
募

者
全
員
に
記
念
品

入
選
発
表

＊
平
成
3
年
1
1
月
上
旬

応
募
先
と
問
い
合
せ
先

＊
鳥
取
県
民
生
部
国
民
年
金
課

℡
0
8
5
7
－
2

6
－
7
1
7
0

⑳

㊧
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四角形



第245号

▽
保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と
…
…
健
診
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
診
の
目
的
は
、
病
気
の
早
期

発
見
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体

の
機
能
が
年
々
ど
う
変
化
し
て
い

る
か
を
知
り
、
健
康
維
持
の
対
策

に
役
立
て
る
と
い
う
ね
ら
い
も
あ

り
ま
す
。
〝
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
″
た
め
必
ず
定
期
的
に
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
を
上
手
に
受
け
る

五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

㈲
3

0
代
が
受
診
年
齢

社
会
的
に
も
家
庭
的
に
も
責
任

が
倍
加
す
る
4
0
代
以
降
を
健
康
に

過
ご
す
に
は
、
3

0
代
の
元
気
な
う

ち
か
ら
受
診
習
慣
を
。

②
原
則
と
し
て
年
一
回
は
必
ず
受

け
る

昨
年
異
常
が
な
か
っ
た
か
ら
、

Å
7
年
は
受
け
な
い
と
い
う
の
は
危

険
、
健
診
の
検
査
結
果
は
そ
の
時

点
で
の
も
の
で
す
。

⑨
〝
要
楕
検
″
を
さ
ぼ
ら
な
い

”
要
精
検
″
だ
か
ら
と
い
っ
て

7
㌦
∴
言
二
十
二
∵
∵
・
∵

合
が
多
い
の
で
必
ず
受
診
を
。

④
病
気
の
人
も
き
ち
ん
と
受
け
る

そ
の
病
気
で
検
査
を
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
大
丈
夫
と
錯
覚
し
が

ち
、
た
と
え
病
気
で
通
院
し
て
い

て
も
健
診
は
別
に
受
け
る
こ
と
が

大
切
。

⑨
健
診
の
結
果
を
生
活
改
善
に
生

か
す

健
診
は
生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
。
継
続

し
て
受
診
し
て
、
検
査
数
値
か
ら

そ
の
人
な
り
の
正
常
値
を
つ
か
み
、

そ
れ
を
超
え
た
と
き
に
専
門
医
の

指
導
を
受
け
る
と
い
う
よ
う
に
健

康
管
理
に
生
か
す
こ
と
が
大
切
、

そ
の
た
め
に
は
健
康
記
録
を
き
ち

ん
と
保
管
し
て
下
さ
い
。

▲乳がん検診から

昨
年
の

検
診
結
果
か
ら

平
成
二
年
度
の
検
診
状
況
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

結
核
検
診
は
、
一
、
四
五
二
名

受
診
（
受
診
率
八
八
・
二
％
）
　
で

し
た
。
以
前
は
結
核
と
い
え
ば
こ

わ
い
伝
染
病
で
、
を
く
在
ら
れ
た

方
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で

は
ほ
と
ん
ど
結
核
で
な
く
な
ら
れ

る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
病
気
に

か
か
る
人
も
少
な
く
な
り
ま
し
た

し
か
し
当
町
の
場
合
は
、
新
し
く

結
核
と
し
て
登
録
さ
れ
た
方
が
二

名
（
七
十
代
男
性
）
お
ら
れ
、
ま

だ
ま
だ
結
核
を
お
ろ
そ
か
に
す
る

こ
と
は
で
き
を
い
状
況
で
す
。

胃
が
ん
検
診
は
、
五
八
二
名
受

診
（
受
診
率
三
九
二
ハ
％
）
と
過

去
最
も
高
い
受
診
状
況
で
、
う
ち

九
四
名
が
要
精
密
検
査
者
、
そ
の

う
ち
医
療
機
関
に
か
か
ら
れ
た
方

が
六
九
名
で
、
二
五
名
も
の
方
が

受
診
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
精
密

検
査
う
ち
わ
け
は
、
胃
が
ん
を
し
、

胃
ポ
リ
ー
7
四
名
、
胃
潰
瘍
一
四

名
、
異
常
を
し
二
二
名
で
し
た
。

子
宮
が
ん
検
診
は
四
三
四
名
受

診
（
受
診
率
四
二
・
七
％
）
精
密

検
査
者
は
一
名
で
す
。
昨
年
度
よ

り
内
診
を
行
な
い
、
が
ん
発
見
だ

け
で
を
く
、
そ
の
他
婦
人
科
疾
患

も
発
見
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
検
診
は
、
一
、
一
〇
二
名

受
診
（
受
診
率
七
凶
・
八
％
）
結

果
は
、
境
界
域
高
血
圧
、
高
血
圧

症
、
心
電
図
に
異
常
の
あ
る
方
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

大
牌
が
ん
検
診
は
、
四
四
七
名

％

が
受
診
。
結
果
は
、
大
腸
が
ん
な

し
、
他
の
疾
患
二
名
で
し
た
。
六

二
年
度
よ
り
大
腸
が
ん
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に

凶
名
が
大
腸
が
ん
で
発
見
、
手
術

さ
れ
現
在
元
気
で
生
活
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

年
に
一
回
の
検
診
の
機
会
で
す
。

必
ず
受
診
し
て
下
さ
い
。

受
診
票
が
釆
て
い
を
い
方
で
も

年
齢
三
十
歳
以
上
は
対
象
と
在
り

ま
す
。

一般健診受診結果（平成2年度）

＼ 結果

年齢

異 常 な ［∃ 要　 指　 導 要　　 医　　 療

　　　　　　　　　　　　 1川 ．20 ＝30 ＿40・50 ．60 ．70 ：80・、90 ．100
40～49歳
（103人）

50～59歳
（288人）

二 十 ≡章　 二∵ 7．8
8人）

≡ 喜 鵠 ・）6 ≡ ∃　 竿崇 14．6
（42）

60・～69歳
（409人）

70歳以上

＿ヲ19㌔ ヨ　 菩忌）0 3 0 ．1
（123）

一塩 月　 子守孟子） 40．4
（302人） （122）

全　 体
（1102人）

悪才）∃　 謂孟） 26．8
（295）

うち心電図に異常のある人

70人　42．9％

うち心電図に異常のある人

125人　43．乃6

純
減
摘
掬
掬
鵬

4
　
5
　
3
　
0
　
5
　
3

1
　
ク
L
　
3
　
1

人
人
人
人
人
人

間
〓
ぬ
¶
伯
M
M
耶
二
部

－

　

　

つ

し

　

3

　

1

境　界　域　高　血　圧

高　　　血　　　圧

心電図に異常のある人

貧　血　の　あ　る　人

肝臓疾患のある人
も含む糖　尿　病（疑

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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人の動き

5月届け
（敬称略）

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

宮
の
前
土
井
垣
絵
理
史
朗
二
女

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

ありがとう－1三二窪
川野中
上田椋

・讐雪空
237381

歳歳歳
雄　　利
右茂春
宅宅宅

ございました

5月中寄託分

細
田
　
眞
徳

船
越
　
文
子

）
武
庫

西
伯
郡
会
見
町
か
ら

竹
内
　
広
美
ノ
久
連

入
江
さ
つ
き
」
東
伯
郡
三
朝
町
か
ら

古
川
　
清
弘

足
羽
久
美
子

大
橋
　
　
清

江
尾

日
野
郡
日
南
町
か
ら

シ
ル
バ
・
ア
プ
レ
ウ
・
シ
ル
レ
イ

佐
川

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

田
村
　
宙
司

深
田
書
美
子

渡
逮
　
光
彦

坂
本
　
照
美

日
野
郡
日
南
町

江
尾
か
ら

佐
川

島
根
県
那
賀
郡
か
ら

第245号

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

池
の
内
南
波
た
だ
子
8
2
歳
利
男
宅

久
連
竹
内
菊
枝
6
2
歳
晋
宅

西
成
山
本
り
ん
8

9
歳
事
人
宅

□
香
典
返
し
と
し
て

池
の
内
　
　
南
波
　
利
男
　
様

（
母
た
だ
子
様
ご
逝
去
）

武
　
庫
　
　
梅
林
　
宣
彦
　
様

（
母
松
代
様
ご
逝
去
）

宮
　
市
　
　
長
岡
　
佳
文
　
様

（
母
由
理
様
ご
逝
去
）

西
　
成
　
　
山
本
　
幸
人
　
様

（
母
り
ん
様
ご
逝
去
）

久
　
連
　
　
竹
内
　
　
晋
　
様

（
妻
菊
枝
様
ご
逝
去
）

下
蚊
屋
　
　
小
椋
　
忠
　
様

（
母
す
み
よ
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

本
　
三
　
　
勝
部
　
厚
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
　
南
波
　
吉
伸
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
　
森
田
　
辰
志
　
梯

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
　
佐
々
木
萱
亀
子
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
　
森
　
嘩
太
郎
　
様

（
ご
本
人
梯
退
院
）

久
　
連
　
　
生
田
　
　
正
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
　
岡
　
　
広
幸
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
　
原
　
　
谷
口
　
稔
転
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
　
原
　
　
谷
口
　
幸
恵
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
連
　
　
生
田
　
久
代
　
梯

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
四
　
　
津
澤
　
美
里
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
遠
　
　
関
内
　
　
武
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
二
　
　
関
内
　
珠
江
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
　
小
椋
　
俊
也
　
様

（
二
女
富
士
子
機
退
院
）

新
一
　
生
田
　
方
人
　
様

（
二
男
靖
志
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
　
小
椋
あ
さ
の
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
　
森
田
　
静
雄
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

通
商
産
業
政
策
モ
ニ
タ
ー

通
商
産
業
省
で
は
従
来
の
　
「
消

費
生
活
改
善
監
視
員
」
　
に
代
わ
る

新
し
い
制
度
と
し
て
、
四
日
か
ら

全
国
で
七
一
五
人
を
「
通
商
産
業

政
策
モ
ニ
タ
ー
」
　
に
委
嘱
し
ま
し

た
。こ

の
　
「
通
商
産
業
政
策
モ
ニ
タ

ー
」
　
の
主
な
仕
事
は
、
広
く
通
商

産
業
政
策
全
般
に
つ
い
て
意
見
収

集
を
行
を
っ
た
り
、
消
費
生
活
改

善
苦
情
処
理
制
度
の
受
付
窓
口
と

な
っ
て
、
消
費
者
か
ら
の
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
の
苦
情
を

受
け
付
け
て
通
商
産
業
局
に
報
告

し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

本
町
か
ら
は
、
門
出
久
子
さ
ん

（
江
尾
新
町
一
「
目
）
が
モ
ニ
タ

ー
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
に
お
い
て
商
‖
冊
、
サ

ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
の
苦
情
を
ど

あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

・
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会
…

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
四
月
末
累
計
額

二
六
一
、
〇
〇
〇
円

2
、
五
月
中
寄
託
額

三
六
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
一
六
〇
、
〇
〇
〇
円

快
気
祝
　
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

3
、
五
月
末
累
計
額

六
二
一
、
〇
〇
〇
円
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人権、行政、心配ごと相談所

と　き　　7月10日（水）
午前9時～正午

ところ　5工府呵山村開発センター

相談員　安江久夫人権擁護委員
野口　是人権擁護委員
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